
三

専
攻
学
科
目　

日
本
近
代
文
学

生　

年　

月　

昭
和
三
三
年　

五
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
七
年　

三
月 

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
専
修
課
程
卒
業

同　

六
二
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
中
途
退
学

同　

六
二
年　

四
月 
東
京
大
学
文
学
部
助
手

平
成　

二
年　

四
月 

上
智
大
学
文
学
部
専
任
講
師

同　
　

七
年　

四
月 

上
智
大
学
文
学
部
助
教
授

同　
　

九
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
助
教
授

同　

一
九
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授

同　

二
二
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
（
令
和
六
年
三
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

九
月 

博
士
（
文
学
）（
東
京
大
学
）

令
和　

六
年　

四
月 

放
送
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

安あ
ん　

藤ど
う　
　
　

宏ひ
ろ
し



二
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博
士
（
文
学
）
安
藤　

宏
氏
の
『
太
宰
治
論
』

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

「
自
意
識
過
剰
の
饒
舌
体
」
と
は
、
太
宰
治
の
小
説
の
特
徴
的
な
文
体
と
し

て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
弱
さ
を
演
じ
続
け
る
太
宰
の
饒
舌
は
近
代

小
説
の
得
が
た
い
財
産
」
と
し
て
、
こ
う
し
た
文
体
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

太
宰
作
品
の
日
本
近
代
小
説
史
へ
の
貢
献
を
高
く
評
価
す
る
安
藤
宏
氏
は
、
本

書
『
太
宰
治
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
に
お
い
て
、

太
宰
治
の
自
意
識
と
そ
の
表
現
の
特
異
な
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
「
自
己
言
及
の

ド
ラ
マ
」
と
い
う
も
の
が
、
太
宰
治
に
お
い
て
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
、
変
化

し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
太
宰
治
の
約
二
〇
年
間
の
小
説
家
と
し
て

の
活
動
を
大
き
く
四
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
代
表
作
を
取
り
上
げ
て

分
析
し
、
跡
づ
け
て
い
る
。

「
第
Ⅰ
部　

揺
籃
期
」
で
は
、
太
宰
が
高
校
を
卒
業
し
て
大
学
入
学
の
た
め

上
京
す
る
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
一
歳
頃
ま
で
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

地
主
・
商
家
で
あ
っ
た
太
宰
の
生
家
津
島
家
が
、
明
治
に
な
っ
て
津
軽
地
方

き
っ
て
の
大
地
主
に
成
り
上
が
っ
て
い
っ
た
歴
史
と
社
会
的
な
背
景
、
そ
し
て

そ
う
し
た
一
族
の
内
部
に
お
け
る
太
宰
治
の
生
育
環
境
が
ま
ず
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
や
が
て
少
年
太
宰
治
は
、
大
地
主
階
級
の
「
放
蕩
の
血
」
と
い
う
も

の
を
仮
構
し
て
、「
罪
」
の
意
識
か
ら
そ
れ
を
告
発
す
る
と
い
う
図
式
に
沿
っ

て
習
作
的
な
小
説
を
津
軽
の
同
人
誌
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
り
、
そ
の
「
罪
」
の
意
識
は
骨
肉
に
対
す
る
「
愛

憎
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
」〝
ホ
ロ
ビ
の
テ
ー
マ
〞
へ
と
昇
華
さ
れ
、
最

終
的
に
は
太
宰
晩
年
の
代
表
作
『
斜
陽
』
な
ど
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

「
第
Ⅱ
部　
『
晩
年
』
の
世
界
」
で
は
、
心
中
事
件
を
起
こ
し
て
自
分
だ
け
が

生
き
残
り
、
そ
の
後
も
薬
物
中
毒
に
よ
る
入
院
や
自
殺
未
遂
を
起
こ
し
な
が

ら
、
小
説
家
と
し
て
の
自
立
を
図
っ
て
第
一
小
説
集
『
晩
年
』
を
出
版
す
る
に

至
る
、
昭
和
五
年
二
一
歳
か
ら
昭
和
一
一
年
二
七
歳
頃
ま
で
の
作
品
が
分
析
さ

れ
て
い
る
。
東
京
で
大
学
生
に
な
っ
た
太
宰
が
、
芸
者
だ
っ
た
女
性
と
の
結
婚

問
題
に
よ
っ
て
生
家
津
島
家
か
ら
分
家
除
籍
を
受
け
た
こ
と
や
、
津
軽
時
代
か

ら
関
わ
っ
て
い
た
左
翼
的
な
非
合
法
活
動
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
、
自
尊
心
の

崩
壊
と
い
う
危
機
に
陥
る
。
そ
う
し
た
太
宰
の
「
ひ
し
が
れ
た
自
尊
心
」
が
〝
ホ

ロ
ビ
の
テ
ー
マ
〞
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
魚
服
記
」
や
「
道
化
の
華
」

な
ど
と
い
う
短
篇
が
作
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
収
録
す
る
太
宰
の
第
一
小
説
集
『
晩

年
』
が
昭
和
一
一
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
。『
晩
年
』
と
い
う
作
品
集
で
は
、「
自

意
識
過
剰
の
饒
舌
体
」
に
よ
っ
て
文
学
的
表
象
と
し
て
の
「
死
」
が
執
拗
に
取
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り
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
を
故
郷
喪
失
者
と
し
て
そ
の
悲
哀
が
観

念
的
に
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
特
徴
は
「
同
時
代
の
最
前
線
の

文
学
的
課
題
に
棹
さ
す
」
も
の
で
あ
り
、
太
宰
作
品
の
先
進
性
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。

「
第
Ⅲ
部　

中
期
の
作
品
世
界
」
で
は
、
最
初
の
妻
と
の
離
婚
を
経
た
後
に

再
婚
し
、
生
活
の
再
建
を
期
し
て
作
家
活
動
に
向
き
合
い
、
初
め
は
山
梨
県
甲

府
市
に
、
後
に
都
下
の
三
鷹
に
居
を
定
め
た
、
昭
和
一
一
年
二
七
歳
頃
か
ら
昭

和
一
六
年
三
二
歳
頃
ま
で
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
時
期
の
太
宰
は
「
罪
」
の
意

識
を
作
品
の
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
肉
親
や
家
庭
と
自
分

自
身
と
の
間
の
「
へ
だ
た
り
」
を
前
提
と
し
て
自
己
を
相
対
化
し
、
そ
の
う
え

で
「
語
り
」
を
通
し
て
最
終
的
に
は
自
己
の
正
当
化
を
図
る
こ
と
が
小
説
の
方

法
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
昭
和
一
四
年
刊
の
『
愛
と
美
に
つ
い
て
』『
女

生
徒
』
や
昭
和
一
六
年
刊
の
『
東
京
八
景
』
と
い
う
作
品
集
の
分
析
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。『
女
生
徒
』
に
収
録
さ
れ
る
「
富
嶽
百
景
」
と
い
う

作
品
中
の
「
富
士
に
は
月
見
草
が
よ
く
似
合
ふ
」
と
い
う
一
文
は
、
今
も
太
宰

の
警
句
と
し
て
名
高
い
が
、
安
藤
氏
は
こ
の
警
句
と
こ
の
時
期
の
太
宰
の
創
作

方
法
と
を
関
連
づ
け
て
、「
太
宰
治
の
文
学
は
、
や
は
り
〈
富
士
〉
と
〈
月
見
草
〉

の
関
係
│
│
へ
だ
た
り
│
│
を
前
提
に
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。

「
第
Ⅳ
部　

戦
中
か
ら
戦
後
へ
」
で
は
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
を
経
て

敗
戦
後
に
至
る
時
期
の
太
宰
の
戦
争
観
や
戦
中
体
験
が
、
作
品
に
ど
の
よ
う
に

反
映
し
て
い
る
か
を
、
昭
和
一
六
年
三
二
歳
頃
か
ら
、
玉
川
上
水
で
入
水
自
殺

す
る
昭
和
二
三
年
三
九
歳
ま
で
の
作
品
を
対
象
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
戦
時

下
の
「
天
皇
制
家
族
国
家
論
」
的
な
「
運
命
共
同
体
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と

で
、「
皇
室
を
中
心
と
す
る
家
族
国
家
と
い
う
一
個
の
観
念
共
同
体
」
を
、「
み

ず
か
ら
の
位
置
を
照
ら
し
出
す
座
標
軸
」
に
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
太
宰

は
、
そ
の
座
標
軸
に
拠
っ
て
家
族
と
い
う
血
縁
共
同
体
や
故
郷
津
軽
と
自
己
と

の
関
係
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
を
、
偉

大
な
存
在
（
天
皇
）
と
卑
小
な
存
在
（
私
）、
庇
護
す
る
者
（
兄
）
と
庇
護
さ

れ
る
者
（
私
）
と
の
間
の
位
置
関
係
を
前
提
条
件
と
し
て
意
識
さ
れ
る
「
へ
だ

た
り
の
パ
ト
ス
」
と
い
う
も
の
を
基
盤
に
し
た
「
語
り
」
と
し
て
表
現
し
た
と

し
、
昭
和
一
九
年
一
一
月
に
出
版
さ
れ
た
『
津
軽
』
に
は
、
戦
時
下
の
小
説
家

太
宰
の
あ
り
方
が
集
大
成
さ
れ
て
い
る
と
分
析
す
る
。

し
か
し
、
太
宰
が
依
拠
し
た
「
運
命
共
同
体
」
は
敗
戦
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、

太
宰
の
戦
中
期
の
「
語
り
」
を
支
え
て
い
た
「
天
皇
」
と
「
民
で
あ
る
私
」、「
兄
」

と
「
弟
で
あ
る
私
」
と
い
う
「
タ
テ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
が
有
効
性
を
喪
失
し

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
戦
後
期
の
太
宰
は
新
た
に
「
都
会
」
と
「
田
舎
」、「
男
」

と
「
女
」
と
い
う
よ
う
な
対
立
項
を
設
定
し
て
、「
ヨ
コ
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」

に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
も
失
敗
し
、〝
ホ
ロ
ビ
〞
を
一
人
称
で

語
る
小
説
家
へ
と
転
進
し
た
。
そ
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
戦
後
期
の
太
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宰
の
代
表
作
と
さ
れ
る
『
斜
陽
』（
昭
和
二
二
年
）
で
あ
り
、
自
伝
的
な
要
素

を
多
分
に
含
む
『
人
間
失
格
』（
昭
和
二
三
年
）
で
あ
っ
た
と
跡
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

本
書
は
総
論
と
し
て
の
「
序
」
と
作
品
論
を
中
心
に
し
た
四
三
篇
の
論
文
、

そ
し
て
太
宰
作
品
の
生
成
基
盤
や
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
家
族

関
係
や
友
人
関
係
、
時
代
の
文
化
や
文
学
の
動
向
、
演
劇
・
映
画
・
絵
画
な
ど

の
諸
芸
術
と
の
交
渉
、
同
時
代
の
作
家
井
伏
鱒
二
や
志
賀
直
哉
に
対
す
る
抵
抗

や
反
発
の
意
味
、
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
幅
広
く
、
俯

瞰
的
に
あ
る
い
は
考
証
的
に
取
り
上
げ
る
四
八
篇
の
「
コ
ラ
ム
」
か
ら
な
る
、

総
計
一
、二
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
大
作
の
論
文
集
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
論
文
」
と
「
コ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
本
書
は
従
来
の
汗
牛
充
棟

と
も
い
え
る
太
宰
研
究
の
成
果
に
周
到
な
目
配
り
を
し
つ
つ
、
太
宰
研
究
を
さ

ら
に
広
い
文
化
的
・
文
学
的
な
視
野
の
も
と
で
深
化
さ
せ
た
。
な
か
で
も
本
書

の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
主
題
や
典
拠
と
の
関
係
な
ど
作
品
内
容
に
焦
点
を
当
て

て
巨
細
に
論
ず
る
だ
け
で
な
く
、
太
宰
の
作
品
が
そ
の
「
語
り
」
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
小
説
と
し
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
の
か
、
太
宰
は
そ
の
よ
う
な
「
語

り
」
を
な
ぜ
必
要
と
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
「
語
り
」
は
作
品
世
界
に
何
を

も
た
ら
し
、
小
説
家
太
宰
自
身
を
ど
こ
に
導
い
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
個
別
作
品
の
分
析
を
積
み
重
ね
て
通
時
的
に
追
求
し
、
そ
の
変
化
を
精
緻

に
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
宰
作
品
の
到
達
点
と
小
説
家
太
宰
の
宿
命
を

鮮
や
か
に
析
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
太
宰
治
と
い
う
一
人
の
特
異
な
小
説
家
の
問
題
と
し
て
閉

鎖
的
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、「
私
」
の
表
現
は
ど
の
よ
う
な
文
体
・
語

り
に
お
い
て
可
能
な
の
か
と
い
う
、
日
本
近
代
文
学
が
抱
え
て
き
た
大
き
な

テ
ー
マ
の
解
明
に
も
資
す
る
開
か
れ
た
研
究
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
本
書
の

優
れ
た
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
安
藤
氏
の
研
究
の
中
心

に
置
か
れ
て
い
る
太
宰
研
究
の
成
果
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
明
治
期
の
『
浮
雲
』

か
ら
戦
後
期
の
第
三
の
新
人
ま
で
広
く
日
本
の
近
代
小
説
に
お
け
る
表
現
の
あ

り
方
を
文
学
史
と
し
て
捉
え
直
し
た
『
近
代
小
説
の
表
現
機
構
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
）
や
、
日
本
近
代
小
説
に
お
け
る
「
私
」
の
語
ら
れ
方
と
そ
の
文

体
の
特
色
を
概
観
し
た
『「
私
」
を
つ
く
る 

近
代
小
説
の
試
み
』（
岩
波
新
書
、

二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
本
書
に
先
ん
じ
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
前
者
の
『
近
代

小
説
の
表
現
機
構
』
は
第
二
一
回
や
ま
な
し
文
学
賞
と
第
三
五
回
角
川
源
義
賞

を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
柔
軟
か
つ
精
緻
に
し
て
視
野
の
広
い
本
書
の
達
成
は
日
本

近
代
文
学
研
究
の
最
先
端
を
切
り
開
く
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
学
士
院
賞

に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
業
績
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
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主
要
業
績

単
著

1
．『
自
意
識
の
昭
和
文
学
│
現
象
と
し
て
の
「
私
」』、
至
文
堂
、
一
九
九
四
年

2
．『
太
宰
治　

弱
さ
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
』、
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
二
年

3
．『
近
代
小
説
の
表
現
機
構
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年

4
．『
日
本
近
代
小
説
史
』、
中
公
選
書
、
二
〇
一
五
年
、
新
装
版
二
〇
二
〇
年

5
．『「
私
」
を
つ
く
る　

近
代
小
説
の
試
み
』、
岩
波
新
書
、
二
〇
一
五
年

6
．『
太
宰
治
論
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年

編
著
・
共
著

1
．『
太
宰
治
全
作
品
研
究
事
典
』、
神
谷
忠
孝
・
安
藤
宏
共
編
、
勉
誠
社
、
一
九
九
五

年

2
．『
太
宰
治
』、
安
藤
宏
編
、
若
草
書
房
、
一
九
九
八
年

3
．『
近
代
の
日
本
文
学
』、
野
山
嘉
正
・
安
藤
宏
共
編
、
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二

〇
〇
一
年

4
．『
日
本
の
小
説
一
〇
一
』、
安
藤
宏
編
、
新
書
館
、
二
〇
〇
三
年

5
．『
展
望　

太
宰
治
』、
安
藤
宏
編
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
九
年

6
．『
読
解
講
義　

日
本
文
学
の
表
現
機
構
』、
高
田
祐
彦
・
渡
部
泰
明
・
安
藤
宏
共
著
、

岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年

7
．『
こ
と
ば
の
危
機 

大
学
入
試
改
革
・
教
育
政
策
を
問
う
』、
阿
部
公
彦
・
沼
野
充

義
・
納
富
信
留
・
大
西
克
也
・
安
藤
宏
共
著
、
東
京
大
学
文
学
部
広
報
委
員
会
、

集
英
社
新
書
、
二
〇
二
〇
年

8
．『
太
宰
治　

単
行
本
に
た
ど
る
検
閲
の
影
』、 

斎
藤
理
生
・
安
藤
宏
共
編
著
、
秀
明
大

学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年

9
．『
近
代
「
国
文
学
」
の
誕
生
』
全
五
巻
、
鈴
木
健
一
・
高
田
祐
彦
・
安
藤
宏
共
編
、

岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年

10
．『
講
義　

日
本
文
学
』、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
一
年

11
．『
坂
口
安
吾
大
事
典
』、
大
原
祐
治
・
十
重
田
裕
一
・
安
藤
宏
共
編
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
二
二
年

論
文
（
多
数
に
つ
き
二
〇
〇
〇
年
以
後
の
主
要
論
文
を
抜
萃
）

1
．「
作
中
「
小
説
家
」
の
生
成
と
展
開
│
太
宰
治
を
中
心
と
し
て
」、『
国
語
と
国
文
学
』

七
七
巻
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
五
月

2
．「
太
宰
治
に
お
け
る
〝
滅
び
〞
の
力
学
│
『
斜
陽
』
を
中
心
に
」、『
解
釈
と
鑑
賞
』

六
六
巻
四
号
、
二
〇
〇
一
年
四
月

3
．「
検
証
・
太
宰
治
の
昭
和
二
十
三
年
」、『
国
文
学
』
四
七
巻
一
四
号
、
二
〇
〇
二
年

一
二
月

4
．「
交
差
す
る
「
自
己
」
│
「
第
一
次
戦
後
派
」
と
「
無
頼
派
」
と
」、『
文
学
』
四
巻

五
号
、
二
〇
〇
三
年
九
月

5
．「〝
重
霧
の
間
〞
に
あ
る
も
の
│
『
舞
姫
』
の
構
造
」、『
森
鴎
外
研
究
』
一
〇
号
、
二

〇
〇
四
年
九
月

6
．「
太
宰
治
に
お
け
る
〝
転
向
〞
の
虚
実
│
未
定
稿
「
カ
レ
ッ
ヂ
・
ユ
ー
モ
ア
・
東
京

帝
国
大
学
の
巻
」
を
視
点
と
し
て
」、『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌
資
料
探
索
』
一
号
、

二
〇
〇
五
年
九
月

7
．「
自
意
識
と
関
係
性
│
「
第
三
の
新
人
」
に
お
け
る
〈
恥
〉
の
形
象
」、『
解
釈
と
鑑

賞
』
七
一
巻
二
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月

8
．「
転
換
期
の
太
宰
治
│
未
定
稿
「
背
徳
の
歌
留
多
」
か
ら
『
懶
惰
の
歌
留
多
』
へ
」、

『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
一
号
、
二
〇
〇
六
年
五
月

9
．「
近
代
の
小
説
機
構
│
小
説
は
い
か
に
し
て
み
ず
か
ら
「
伝
承
」
を
よ
そ
お
い
得
る

か
」、『
文
学
』
八
巻
一
号
、
二
〇
〇
七
年
一
月

10
．「『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
論
」、『
解
釈
と
鑑
賞
』
七
二
巻
六
号
、
二
〇
〇
七
年
六
月

11
．「
近
代
小
説
に
お
け
る
「
言
」
と
「
文
」」、『
文
学
』
八
巻
六
号
、
二
〇
〇
七
年
一
一

月

12
．「
太
宰
治
『
愛
と
美
に
つ
い
て
』
論
」、『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
三
号
、
二
〇
〇

八
年
五
月



二
二

13
．「
一
人
称
の
近
代
」、『
文
学
』
九
巻
五
号
、
二
〇
〇
八
年
九
月

14
．「
太
宰
治
と
東
京
」、『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月

15
．「「
も
う
一
つ
の
物
語
」
と
し
て
の
肉
筆
資
料
│
『
人
間
失
格
』
を
例
に
」、『
文
学
』

一
一
巻
五
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月

16
．「
片
岡
鉄
兵
関
連
資
料
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」、『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌 

資
料
探

索
』
八
号
、
二
〇
一
三
年
三
月

17
．「「
道
化
の
華
」
か
ら
見
え
て
く
る
近
代
小
説
史
」、『
日
本
文
学
論
究
』
七
三
冊
、
二

〇
一
四
年
三
月

18
．「「
近
代
日
本
文
学
」
と
い
う
制
度
の
成
立
」、『
人
文
知
3 

境
界
と
交
流
』（
熊
野
純

彦
・
佐
藤
健
二
編
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
二
〇
一
四 

年
三
月

19
．「『
晩
年
』
試
論 

執
筆
順
位
を
中
心
に
」、『
太
宰
治
研
究
』
二
四
号
、
二
〇
一
六
年
六

月

20
．「
太
宰
治
「
女
の
決
闘
」
論
」、『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
九
号
、
二
〇
一
九

年
三
月 

21
．「
太
宰
治
『
お
伽
草
紙
』
の
本
文
研
究
：
新
出
原
稿
を
中
心
に
」、『
日
本
近
代
文
学

館
年
誌
：
資
料
探
索
』、
日
本
近
代
文
学
館
編
、
二
〇
二
〇
年

22
．「
太
宰
治
「
斜
陽
」
に
お
け
る
〝
ホ
ロ
ビ
〞
の
美
学
」、『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』

一
六
号
、
二
〇
二
〇
年




